
(57)【要約】

　　【課題】　マイクロ化学システム用チップの取付操

作性がよく、且つマイクロ化学システム用チップの端に

欠け・割れが生じるのを防止することができるマイクロ

化学システム用チップホルダを提供する。

　　【解決手段】　マイクロ化学システム用チップホル

ダ４は、流路２を内部に備えるマイクロ化学システム用

チップ（マイクロチップ）３を載置・固定するものであ

って、マイクロチップ３を載置する載置部４０と、マイ

クロチップ３の両脇をトグル機構を用いて上から一定の

圧力で押圧する２つの押圧部４２とを備える。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 注 入 口 及 び 排 出 口 に チ ュ ー ブ を 接 続 す る 接 続 部 と 、 前
記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 載 置 す る 載 置 部 と 、 前 記 載 置 部 に 載 置 さ れ た マ イ ク ロ
化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 押 圧 す る こ と に よ り そ の 載 置 さ れ た 位 置 に 前 記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス
テ ム 用 チ ッ プ を 固 定 す る 押 圧 部 と を 備 え る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て
、 前 記 押 圧 部 は 、 ト グ ル ク ラ ン プ を 用 い て 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ
を 押 圧 す る こ と を 特 徴 と す る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 押 圧 部 と 一 体 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク
ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ は そ の 先 端 に 前 記 接 続 部 に 接 続 す る た め の ジ ョ イ ン ト 部 を 有 し 、 当 該 ジ ョ
イ ン ト 部 の 底 部 に 有 す る 軟 質 部 材 を 介 し て 前 記 押 圧 部 は 前 記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ
プ へ の 押 圧 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ
ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 載 置 部 に 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ は 、 前 記 押 圧 部 に よ り 押 圧 さ れ
て い る と き に 、 前 記 注 入 口 及 び 前 記 排 出 口 の 位 置 と 前 記 接 続 部 に 接 続 さ れ た チ ュ ー ブ の 先
端 位 置 が 一 致 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 載 置 部 は 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 縁 と 接 触 す る ３ つ の チ
ッ プ 位 置 決 め 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ
ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ は 、 複 数 の 独 立 し た チ ッ プ か ら 構 成 さ れ
、
　 前 記 押 圧 部 は 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成 す る 複 数 の チ ッ プ
の １ つ を 押 圧 す る 第 １ の 押 圧 部 と 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成
す る 複 数 の チ ッ プ の 他 の １ つ を 押 圧 す る 第 ２ の 押 圧 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に 関 し 、 特 に 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム
用 チ ッ プ の 注 入 口 及 び 排 出 口 に チ ュ ー ブ を 接 続 す る こ と に よ り 試 料 溶 液 を マ イ ク ロ 化 学 シ
ス テ ム 用 チ ッ プ 内 に 送 液 す る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 化 学 反 応 を 微 小 空 間 で 行 う た め の 集 積 化 技 術 が 、 化 学 反 応 の 高 速 性 や 微 少 量
で の 反 応 、 オ ン サ イ ト 分 析 等 の 観 点 か ら 注 目 さ れ て お り 、 そ の た め の 研 究 が 、 世 界 的 に 精
力 的 に 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 化 学 反 応 の 集 積 化 技 術 の １ つ と し て 微 細 な 流 路 の 中 で 試 料 溶 液 の 混 合 、 反 応 、 分 離 、 抽
出 、 検 出 等 を 行 う 所 謂 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム が あ る 。 こ の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム で 行 わ れ
る も の と し て は 反 応 の 例 と し て 、 ジ ア ゾ 化 反 応 、 ニ ト ロ 化 反 応 、 抗 原 抗 体 反 応 な ど が あ り
、 抽 出 、 分 離 の 例 と し て 溶 媒 抽 出 、 電 気 泳 動 分 離 、 カ ラ ム 分 離 な ど が あ る 。 マ イ ク ロ 化 学
シ ス テ ム は 、 分 離 だ け を 目 的 と し た よ う な 単 一 の 機 能 の み で 用 い ら れ て も よ く 、 ま た 複 合
的 に 用 い ら れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 機 能 の う ち 、 分 離 の み を 目 的 と し た も の と し て 、 極 微 量 の タ ン パ ク や 核 酸 等 を 分
析 す る 電 気 泳 動 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 装 置 は 、 互 い に
接 合 さ れ た ２ つ の ガ ラ ス 基 板 か ら 成 る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ （ 以 下 単 に 「 マ イ ク
ロ チ ッ プ 」 と い う ） を 備 え て お り 、 こ れ ら の ガ ラ ス 基 板 は 板 状 で あ る の で 、 断 面 が 円 形 又
は 角 形 の ガ ラ ス キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ に 比 べ て 破 損 し に く く 、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム に お け る マ イ ク ロ チ ッ プ は 、 種 々 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム
用 チ ッ プ ホ ル ダ （ 以 下 単 に 「 チ ッ プ ホ ル ダ 」 と い う ） に よ り 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 チ ッ プ ホ ル ダ １ ０ は 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ か
ら 成 り 、 こ れ ら の ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ を そ れ ら の 間 に マ イ ク ロ チ ッ プ １ １ を
設 置 し た 上 で ネ ジ 止 め す る こ と に よ り マ イ ク ロ チ ッ プ １ １ を 固 定 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ７ ８ ８ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の チ ッ プ ホ ル ダ １ ０ は 、 マ イ ク ロ チ ッ プ １ １ を ネ ジ 止 め す る も の で
あ る た め 、 チ ッ プ ホ ル ダ １ ０ へ の マ イ ク ロ チ ッ プ １ １ の 取 付 操 作 性 が 悪 い 上 に ネ ジ １ ２ を
締 付 け る 力 に よ っ て は マ イ ク ロ チ ッ プ １ １ の 形 状 が 湾 曲 し た り 、 欠 け や 割 れ が 生 じ る と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 取 付 操 作 性 が よ く 、 且 つ マ イ ク ロ 化
学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 端 に 欠 け ・ 割 れ が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が で き る マ イ ク ロ 化 学 シ
ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ
プ の 注 入 口 及 び 排 出 口 に チ ュ ー ブ を 接 続 す る 接 続 部 と 、 前 記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ
プ を 載 置 す る 載 置 部 と 、 前 記 載 置 部 に 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 押 圧 す
る こ と に よ り そ の 載 置 さ れ た 位 置 に 前 記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 固 定 す る 押 圧 部
と を 備 え る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 押 圧 部 は 、 ト グ ル ク ラ ン
プ を 用 い て 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 押 圧 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学
シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 押 圧 部 と 一 体 で 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の マ イ ク
ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 チ ュ ー ブ は そ の 先 端 に 前 記 接 続 部 に 接 続 す
る た め の ジ ョ イ ン ト 部 を 有 し 、 当 該 ジ ョ イ ン ト 部 の 底 部 に 有 す る 軟 質 部 材 を 介 し て 前 記 押
圧 部 は 前 記 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ へ の 押 圧 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １
項 に 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 載 置 部 に 載 置 さ れ た マ イ
ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ が 前 記 押 圧 部 に よ り 押 圧 さ れ て い る と き に 、 前 記 注 入 口 及 び 前
記 排 出 口 の 位 置 と 前 記 接 続 部 に 接 続 さ れ た チ ュ ー ブ の 先 端 位 置 が 一 致 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 請 求 項 ４ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学
シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 載 置 部 は 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム
用 チ ッ プ の 縁 と 接 触 す る ３ つ の チ ッ プ 位 置 決 め 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ は 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １
項 に 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に お い て 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学
シ ス テ ム 用 チ ッ プ は 、 複 数 の 独 立 し た チ ッ プ か ら 構 成 さ れ 、 前 記 押 圧 部 は 、 前 記 載 置 さ れ
た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成 す る 複 数 の チ ッ プ の １ つ を 押 圧 す る 第 １ の 押 圧 部
と 、 前 記 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成 す る 複 数 の チ ッ プ の 他 の １ つ を
押 圧 す る 第 ２ の 押 圧 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム
用 チ ッ プ ホ ル ダ が 備 え る 押 圧 部 は 、 ト グ ル ク ラ ン プ を 用 い て 載 置 部 に 載 置 さ れ た マ イ ク ロ
化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 押 圧 す る の で 、 レ バ ー 操 作 の み で 一 定 の 押 圧 で マ イ ク ロ 化 学 シ ス
テ ム 用 チ ッ プ を 固 定 す る こ と が で き 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ へ の マ イ ク ロ
化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 取 付 操 作 性 が よ く 、 且 つ マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 端 に 欠
け ・ 割 れ が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 接 続 部 は 、 押 圧 部 と 一
体 で 構 成 さ れ る の で 、 同 一 の 試 料 溶 液 を 異 な る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ に 送 液 す る
場 合 に 、 接 続 部 か ら チ ュ ー ブ を 外 す 必 要 が 無 く 、 操 作 を 簡 易 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 チ ュ ー ブ は そ の 先 端 に
接 続 部 に 接 続 す る た め の ジ ョ イ ン ト 部 を 有 し 、 こ の ジ ョ イ ン ト 部 の 底 部 に 有 す る 軟 質 部 材
を 介 し て 押 圧 部 は マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ へ の 押 圧 を 行 う の で 、 押 圧 部 を マ イ ク ロ
化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 表 面 に 密 着 さ せ る こ と が で き 、 押 圧 部 か ら 試 料 溶 液 が 漏 れ て し ま
う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 接 続 部 は 、 載 置 部 に 載
置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ が 押 圧 部 に よ り 押 圧 さ れ て い る と き に 、 注 入 口 及
び 排 出 口 の 位 置 と こ の 接 続 部 に 接 続 さ れ た チ ュ ー ブ の 先 端 位 置 が 一 致 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る の で 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ 内 に 試 料 溶 液 を 確 実 に 送 液 す る こ と が で き る
。 ま た 、 送 液 中 に マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ が マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ
上 で 移 動 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 載 置 部 は 、 載 置 さ れ た
マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ の 縁 と 接 触 す る ３ つ の チ ッ プ 位 置 決 め 部 を 備 え る の で 、 接
続 部 の 位 置 と 注 入 口 又 は 排 出 口 の 位 置 を よ り 精 度 よ く 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ に よ れ ば 、 押 圧 部 は 、 載 置 さ れ た
マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成 す る 複 数 の チ ッ プ の １ つ を 押 圧 に よ り 固 定 す る 第 １
の 押 圧 部 と 、 載 置 さ れ た マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ を 構 成 す る 複 数 の チ ッ プ の 他 の １
つ を 押 圧 に よ り 固 定 す る 第 ２ の 押 圧 部 と を 備 え る の で 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ が
２ つ の チ ッ プ に 分 離 で き る 構 成 と な っ て い る 場 合 に 、 一 方 の チ ッ プ で 試 料 溶 液 の 送 液 を 維
持 し つ つ 、 他 方 の チ ッ プ を 外 し た り 、 交 換 し た り す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ （ 以 下 「 チ ッ
プ ホ ル ダ 」 と い う ） の 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 を 示 し 、 （ ｂ ） は 部 分 断
面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ （ 以 下 単 に 「 チ ッ プ ホ ル ダ 」 と い
う ） ４ は 、 内 部 に 幅 １ ０ ０ μ ｍ 、 深 さ ５ ０ μ ｍ の 流 路 ２ を 備 え る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用
チ ッ プ （ 以 下 単 に 「 マ イ ク ロ チ ッ プ 」 と い う ） ３ を 載 置 し 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 載 置 ・ 固
定 す る も の で あ っ て 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 載 置 す る 載 置 部 ４ ０ と 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 両
脇 を ト グ ル 機 構 を 用 い て 上 か ら 一 定 の 圧 力 で 押 圧 す る ２ つ の 押 圧 部 ４ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 載 置 部 ４ ０ は 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 位 置 決 め す る ３ つ の 突 起 部 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ，
４ ０ ｃ と 、 位 置 決 め さ れ た マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 位 置 を 固 定 す る チ ッ プ 固 定 ネ ジ ４ ０ ｄ と 押
付 持 具 ４ ０ ｅ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に お け る 押 圧 部 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 （ ａ ） は チ ュ ー ブ を 押 圧 部 に
設 置 す る 方 法 を 示 し 、 （ ｂ ） は 、 押 圧 部 に 設 置 さ れ た チ ュ ー ブ か ら 試 料 溶 液 を マ イ ク ロ チ
ッ プ の 流 路 に 送 液 す る 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に お い て 、 押 圧 部 ４ ２ は 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 押 圧 す る ス テ ン レ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム
な ど の 金 属 部 材 あ る い は 硬 質 樹 脂 部 材 か ら 成 る 押 圧 部 材 ２ ０ と 、 揺 動 操 作 に よ っ て 押 圧 部
材 ２ ０ の 押 圧 動 作 と 押 圧 解 除 動 作 と を 行 な う 操 作 レ バ ー ２ １ と 、 押 圧 部 材 ２ ０ 及 び 操 作 レ
バ ー ２ １ に 接 続 す る ト グ ル ク ラ ン プ ２ ２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 押 圧 部 材 ２ ０ に は 、 ネ ジ 孔 ２ ３ が 複 数 形 成 さ れ て お り 、 こ の ネ ジ 孔 の 内 壁 に 形 成 さ れ た
ネ ジ 溝 の ピ ッ チ は 、 チ ュ ー ブ ５ の 先 端 に あ る 上 記 押 圧 部 材 ２ ０ と 同 様 の 材 質 か ら 成 る ジ ョ
イ ン ト ５ ０ の 外 壁 に 形 成 さ れ た ネ ジ 溝 の ピ ッ チ に 合 わ せ て 作 ら れ て い る （ 図 ２ （ ａ ） ） 。
こ れ に よ り 、 押 圧 部 ４ ２ に チ ュ ー ブ ５ を 簡 単 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 こ の ジ ョ イ ン ト ５ ０ の 底 部 に は 軟 質 部 材 で あ る Ｏ リ ン グ ゴ ム ５ １ が 填 め 込 ま れ
て お り （ 図 ２ （ ａ ） ） 、 こ の Ｏ リ ン グ ゴ ム ５ １ の み が チ ッ プ ３ の 表 面 に 接 触 す る よ う に し
て マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 押 圧 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 ジ ョ イ ン ト ５ ０ を マ イ ク ロ チ ッ プ ３
の 表 面 に 密 着 さ せ る こ と が で き 、 ジ ョ イ ン ト ５ ０ か ら 試 料 溶 液 が 漏 れ て し ま う こ と を 防 止
で き る 。 ま た 、 押 圧 部 材 ２ ０ の マ イ ク ロ チ ッ プ ３ へ の 押 圧 は 、 Ｏ リ ン グ ゴ ム ５ １ と 押 圧 部
材 ２ ０ と の 両 者 を 同 時 に マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 表 面 に 接 触 さ せ て 押 圧 を 行 っ て も よ い 。 こ の
場 合 、 押 圧 部 材 ２ ０ の 底 面 に 樹 脂 フ ィ ル ム 、 ゴ ム シ ー ト な ど の 軟 質 部 材 を 貼 り 付 け る と 、
押 圧 時 の マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 割 れ 発 生 な ど の 不 具 合 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ の ネ ジ 孔 ２ ３ の 位 置 は 、 押 圧 部 ４ ２ に よ り 押 圧 さ れ た マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 貫 通
孔 ３ １ （ 注 入 口 、 排 出 口 ） の 位 置 と 一 致 す る よ う に 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ （ ｂ ） ） 。 こ れ
に よ り 、 所 定 の ネ ジ 孔 ２ ３ に 差 込 ま れ た チ ュ ー ブ ５ の 先 か ら 、 貫 通 孔 ３ １ を 介 し て 流 路 ２
に 試 料 溶 液 を 確 実 に 送 液 す る こ と が で き る 。 ま た 、 送 液 中 に マ イ ク ロ チ ッ プ ３ が チ ッ プ ホ
ル ダ ４ 上 で 移 動 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に お け る チ ッ プ ホ ル ダ に よ る マ イ ク ロ チ ッ プ の 固 定 方 法 及 び 固 定 解 除 方 法
を 説 明 す る の に 用 い ら れ る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の チ ッ プ ホ ル ダ ４ の 図 面 に 向 か っ て 右 側 の 構 造 に つ い て の み 図 示 す る が 、
図 面 に 向 か っ て 左 側 に お い て も 、 以 下 に 説 明 す る 同 様 の 手 順 で マ イ ク ロ チ ッ プ ３ が チ ッ プ
ホ ル ダ ４ に 固 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に お い て 、 先 ず 、 図 １ の マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を チ ッ プ ホ ル ダ ４ の 載 置 部 ４ ０ に 載 置 し
、 そ の 一 の 壁 面 を 突 起 部 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ ， ４ ０ ｃ に 当 接 さ せ て 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 位 置
決 め す る 。 そ の 後 、 チ ッ プ 固 定 用 ネ ジ ４ ０ ｄ 及 び 押 付 持 具 ４ ０ ｅ を 締 め て 位 置 決 め さ れ た
マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 ネ ジ 孔 ２ ３ の 位 置 と マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 貫 通
孔 ３ １ の 位 置 を よ り 精 度 よ く 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 押 圧 部 材 ２ ０ に 形 成 さ れ て い る ネ ジ 孔 ２ ３ の う ち 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ に 形 成 さ れ
て い る 貫 通 孔 ３ １ （ 図 ２ （ ｂ ） ） と 対 応 す る 位 置 に あ る ネ ジ 孔 ２ ３ に 試 料 溶 液 を 送 液 す る
た め の チ ュ ー ブ ５ を 接 続 後 、 押 圧 部 ４ ２ の 操 作 レ バ ー ２ １ を 下 に 下 ろ し て マ イ ク ロ チ ッ プ
３ を 押 圧 部 材 ２ ０ で 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 チ ュ ー ブ ５ に 接 続 す る 不 図 示 の バ ル ブ を 開 け て 、 チ ュ ー ブ ５ か ら マ イ ク ロ チ ッ
プ ３ 内 の 流 路 ２ に 試 料 溶 液 の 送 液 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 押 圧 の 前 に 予 め チ ュ ー ブ ５ を 所 定 の ネ ジ 孔 ２ ３ に 接 続 し た が 、
マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 押 圧 部 材 ２ ０ で 押 圧 し た 後 に チ ュ ー ブ ５ を 所 望 の ネ ジ 孔 ２ ３ に 接 続 す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ か ら 試 料 溶 液 が 送 液 さ れ て い る マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 固 定 を 解 除
す る に は 、 先 ず 、 上 述 の 不 図 示 の バ ル ブ を 閉 じ て そ の 送 液 を 中 止 し た 後 に 、 押 圧 部 ４ ２ の
操 作 レ バ ー ２ １ を 上 に 上 げ て 、 押 圧 部 材 ２ ０ に よ る マ イ ク ロ チ ッ プ ３ へ の 押 圧 を 解 除 す る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 後 、 チ ッ プ 位 置 決 め 部 ４ ０ ｃ の 位 置 決 め 用 ネ ジ ４ ０ ｄ 及 び 押 付 持 具 ４ ０ ｅ を 緩 め て
マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 位 置 決 め を 解 除 し た 後 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を チ ッ プ ホ ル ダ ４ か ら 外 す
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 上 記 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 固 定 方 法 に よ れ ば 、 押 圧 部 材 ２ ０ は 、 ト グ ル ク ラ ン プ ２
２ を 用 い て 載 置 部 ４ ０ に 載 置 さ れ た マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 押 圧 す る の で 、 操 作 レ バ ー ２ １ を
下 に 下 ろ す の み で 一 定 の 押 圧 で マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 固 定 す る こ と が で き 、 チ ッ プ ホ ル ダ ４
へ の マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 取 付 操 作 性 が よ く 、 且 つ マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 端 に 欠 け ・ 割 れ が 生
じ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 願 発 明 に 係 る マ イ ク ロ シ ス テ ム に 係 る マ イ ク ロ
チ ッ プ ３ の 固 定 解 除 方 法 に よ れ ば 、 ネ ジ 孔 ２ ３ は 押 圧 部 材 ２ ０ に 形 成 さ れ 、 押 圧 部 ４ ２ と
一 体 で 構 成 さ れ る の で 、 同 一 の 試 料 溶 液 を 異 な る マ イ ク ロ チ ッ プ ３ に 送 液 す る 場 合 に 、 ネ
ジ 孔 ２ ３ か ら チ ュ ー ブ ５ を 外 す 必 要 が 無 く 、 簡 易 に 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を そ の 両 端 に あ る 一 対 の 押 圧 部 ４ ２ で 押 圧
す る よ う に 構 成 さ れ て い た が 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ の 両 脇 に ２ つ ず つ 、 ２ 対 の 押 圧 部 ４ ２ で
マ イ ク ロ チ ッ プ ３ を 押 圧 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 マ イ ク ロ チ ッ プ ３ が ２ つ の チ ッ プ に 分 離 で き る 構 成 と な っ て い る 場 合 に 、
一 方 の チ ッ プ で 試 料 溶 液 の 送 液 を 維 持 し つ つ 、 他 方 の チ ッ プ を 外 し た り 、 交 換 し た り す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る マ イ ク ロ 化 学 シ ス テ ム 用 チ ッ プ ホ ル ダ の 構 造 を 示 す 概
略 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 を 示 し 、 （ ｂ ） は 部 分 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 押 圧 部 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ り 、 （ ａ ） は チ ュ ー ブ を 押 圧 部 に 設
置 す る 方 法 を 示 し 、 （ ｂ ） は 押 圧 部 に 設 置 さ れ た チ ュ ー ブ か ら 試 料 溶 液 を マ イ ク ロ チ ッ プ
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の 流 路 に 送 液 す る 方 法 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る チ ッ プ ホ ル ダ に よ る マ イ ク ロ チ ッ プ の 固 定 方 法 及 び 固 定 解 除 方 法 を
説 明 す る の に 用 い ら れ る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の チ ッ プ ホ ル ダ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
２ 　 流 路
３ 　 マ イ ク ロ チ ッ プ
４ 　 チ ッ プ ホ ル ダ
２ ０ 　 押 圧 部 材
２ １ 　 操 作 レ バ ー
２ ２ 　 ト グ ル ク ラ ン プ
４ ２ 　 押 圧 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2005-270729 A 2005.10.6



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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